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各年代の m4Cの平均値は参考正常値より高値であっ

た.年令とともに IMC は肥厚 した.すべての年代をこお

いて男性は女性に比べて 王MC は肥厚していた.資性で

は50才を境に 王MC の平均値が上昇していた.プラ-夕

の陽性率も年令とともに上昇した.男性は女性に比較し,

比較的若い年令からプラ-クを香し,陽性率も高かった.

DM ラソク別による IMCの厚さをこあまり差は見られ

なかった,

5)窺動脈エコ…と動脈硬化の危険因子との関
係

清水マテ予 (舟江 病 院)

頚動脈エコ…の所見として IMCの厚さと plaqueの

有無と動脈硬化の危険因子の関係について検討した.氏

険因子の調査項目は,年齢,男女,DM 歴,過去最高

の BMI,輿煙拷数,薄霧,過去から現在までの HbAIC

TCTGHDL95年の腎症と網膜症ですべての危険因子

を点数で評価 した.各項目についてラソク別の IMCの

平均値と plaqueの陽性率を比較した.plの有無別の

平均の比較では年齢と喫煙指数と酒慶に有意差を認めた.

過去最高の BMI28以上について 晩夏Cl,i以上群と1,

0以下群に分けて検討した所 m王Cl,0以下の人は皮下

脂肪塾肥満であると推察された.

動脈硬化性疾患として AMTAP艶 脳梗塞 TlA 群,

ASO 群について IMCの厚さと PL陽性率を比較検

討した.

61プロテインS活性値の低下と APC レジス
タンILが疑われた深部静脈血栓症 合併妊娠
糖尿病の 1例
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芳右 (新潟大学第---内科)

27歳の妊娠糖尿病合併妊婦.妊娠1)6遇左下肢全体の腫

注にて軽快したが中止後再燃した.再発予防のため産前

まで CSIIポンプを使用しノボ-･くりン 18､OOOLTEI

持続皮下注を行った.産後一時へパリソ中止後に再発し

た.血栓性素因の検索ではプロテインS活性値の低下と

活性化プロテイソCの抗凝固活性が血中で発現されをこく

い病態 (APC レジスタソス)が疑われた事妊娠中は過

凝固に傾き,プロテイソS活性が低下するが,妊娠を契

顔に静脈血栓症を発症再燃し先天性血栓性素因も疑われ

るため,更に検索中である.

7)ェリスロボエテン,鉄剤,活性型 ビタミン

D3併用療法による糖尿病性腎症の進展抑
制

中村 隆志 書中村 宏志 (中 村 医 院 内 科)

人山 泰郎 し新潟大学第 ･内科l

[症例]28年の雁病歴を持つ NDDM の女性 浮3歳).

顕性腎症で腎機能も低下 しCr2.8)しており,貧血L 高

P血症,高尿酸血症も併発しているため,ep舵timalfa

皮下注,鉄剤 書アロブリノ-ル隔日投与,活性型ビタミ

ンD製剤の併周により治療 し,寮血の改善と腎機能低下

の抑制を認めたヰ

[まとめ]糖尿病性腎症の進展抑制には,個々の場合

に対応してタ増悪因子を除去することが盈要であると考

えられた.リンのキレ… 卜剤としての鉄剤の使用は,ア

ロプリj-ルとの併用の問題など,さらに十分な検討が

必要であると考えられた.

郎 糖尿病性腎症と ACE遺伝子多型性

羽入 修司､林 茂
大山 泰郎 ･中川 理
谷 長行 し新潟大学第一内科1

糖尿病腎症の発症には遺伝因子が関与している可能性

が指摘されているが詳細は印巨,かてlLL､.AngioteIISin

王変換酵素 (ACE)過伝予の欠失 (D)/挿Å 日 )多

型に関 Lて. (ン11りン依存型糖尿病においてⅢ型では

腎症になりにくいとされるが否定する報告もある.これ

ら相異なる成績の-因としては,対象患者の血糖コソト

ロ…ル状態の相逮なども考えられる,今回増殖糖尿病網

膜症を有するイソスリン非依存型糖尿病で,繍小血管障

害を発症しうる十分な羅病期間と高血糖とに暴露された

と考えられる45症例において ACE遺伝子多型につい

て検討した.腎症を合併する群と合併しない群間で,防

Aleの1年間の平均値,血圧,曜病期間で有意運がな

かったが,腎症のない群で有意に (p-0.012)Ⅱ塾が

多く,また II,D王,DD型と尿中アルプミソ緋鯉率も

増加する傾向が認められ,以上より ACE遺伝子が腎

症の発症に関与している可能性が示唆された.


